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 կհձղճ ～賛助会員ご入会ありがとうございました～  կհձղճ 
（順不同・敬称は省略させていただきます） 

【 団体様 】 

●社会福祉法人 北ひろしま福祉会 

・とみがおか ・北広島コラボ ・共栄 

 

● 特定非営利活動法人 わたげ 

・北広島セルプ  ・フイットマン ● 株式会社 松文 生活介護事業所 TONO 

・グリーンパーク北ひろ  ・つなぐ ● 社会福祉法人 北海⾧正会 

・就労センタージョブ  ● 特定非営利活動法人 いちにのさん 

 ● 北広島デイセンター 

 
【 個人様 】 中屋 直 風間 公彦 今 隆志 前田 志帆 橋本 圭代 

千葉 優樹 向島 大裕 （社会福祉法人  北広島市社会福祉協議会） 

藤原 裕美 天野 裕美子 清水 明美 益山 春恵 広瀬 綾 松本 しのぶ 

村井 陸斗 草野 智則 近藤 麻衣 郡谷 千慧   

（北海道札幌養護学校  共栄分校） 

佐々木ひふみ    
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 ܈܇܆܅܄܃  第５１回 定期総会 ご報告 ܈܇܆܅܄܃ 
 

令和７年度定期総会を４月 23 日（木）に、中央公民館にて開催しました。出席者 11 名の中か

ら、議⾧には佐藤みどりさんが選出されました。円滑な議事進行により、議案は全て承認されまし

た。 

総会終了後は、今年度の事業計画にある余暇支援や学習会の内容について意見交換を行いまし

た。また、今年度の親の会が担当する、北海道手をつなぐ育成会石狩ブロック研修会についても報

告をさせていただきました。昼食をとりながらの近況を語る時間が一番盛況であったかも・・・し

れません‼今年度もご協力の程、よろしくお願いいたします。 

 

 ૾૿଀ଁଂଃ 今年度役員のご紹介  ૾૿଀ଁଂଃ 

 
会 ⾧   加藤 知的部⾧         中川（兼務） 

副会⾧   斉藤 自閉症・発達障がい部⾧  仲上 

副会⾧   中川 会計監査         浮田 

会 計   岡本 会計監査         葛西 

 

 ோௌ்௎௏ௐ௑௒ 令和 8 年度（2026 年度）北海道手をつなぐ育成会定時総会  ோௌ்௎௏ௐ௑௒ 
令和 8 年（2026 年）5 月 25 日（月）かでる２・７ 

 

 新緑の中、全道各地より 29 育成会の方々が出席、合わせて 36 委任状により、定時総会が開催さ

れました。当会からは、加藤会⾧と中川が出席しました。2・3 時間かけて札幌までいらしている方

もおられ、本当に頭が下がる思いです。佐藤会⾧からは、育成会の必要性や、今は障がい者だけで

なくみんなで手をつなぐ時代である事、そして、育成会に定年はありませんと言う、力強いご挨拶

をいただきました。 

 今年度は、9 月 26 日（土）に第 71 回全道大会登別大会・第 32 回本人大会があります。10 月 10

日（土）には、本人の会全道交流会 第 20 回「ひろげようみんなのわ」in 石狩があります。是

非、参加してほしいと言う事でした。同日、令和 8 年度（2026 年度）北海道知的障害者生活サポ

ート協会定期総会もありました。加入実績について、令和 6 年度末の契約件数は、5045 名でした

が、令和 7 年度末では、8550 名だったようです。今後も「生活サポート総合補償制度」をさらに

普及し、障がいのある方と、その家族の「安心と安全の生活づくり」を応援していくということで

す。まだ加入していない方がおりましたら、是非加入を考えてほしいとおっしゃっていました。 

 「全国生活サポート協会」が、令和 7 年度総会で名称変更したことに合わせ、「北海道生活サポ

ート協会」に変更するそうです。                           中川                                 
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 ⨗⨘⨙⨚ 情報提供  ⨗⨘⨙⨚ 

 
全国手をつなぐ育成会では、ホームページ上で『成年後見制度の見直し（民法改正）と地域におけ

る権利擁護体制構築を求める意見書』を公表しています。 

 

       

 ൥൦൧൨ 成年後見制度の見直し（民法改正）と地域における 

 ൥൦൧൨ 権利擁護体制構築を求める意見書  ൥൦൧൨ 

 
私たち（一社）全国手をつなぐ育成会連合会（以下「本会」という。）は、知的・発達障害（以

下「知的障害」という。）のある人や家族、支援者で構成される障害者団体です。知的障害の状態

にかかわらず、ライフステージに応じた適切な支援のもとで安心して暮らすことができる地域の実

現を願っており、共生社会の実現を目指して活動に取り組んでおります。 その一環として、現行の

成年後見制度については金銭管理や契約行為を代理する権限が包括的で強すぎること、実質的に利

用の終了がないこと、利用報酬が収入に対して高額であること、本人に対する制度利用時の意向確

認などが不十分であることなどを課題として指摘してきました。また、令和４（２０２２）年に示

された障害者権利条約対日初回審査の総括所見では、現行の成年後見制度に対し、後見類型を廃止

すべきといった勧告がなされたところです。 このような背景もあり、本年４月３日（金）には、

成年後見制度の見直しを目指す民法の改正案を国会へ上程することが閣議決定されました。これを

受け、本会として成年後見制度の見直し（民法改正）と地域における権利擁護体制構築を求める意

見を次のとおり公表いたします。  

記 
１ 成年後見制度の見直し（民法改正）について  

 

本会としては、今般の民法改正案を高く評価しており、今国会での成立を強く希望するもので

す。とりわけ、補助類型の適用範囲を拡大し、包括的な権限付与ではなく事項ごと権限を付与する

案は、本人の意思を尊重した権利擁護の方向性と合致しているものと評価しています。また、事項

ごとに権限を付与することで、保護の必要性がなくなった事項については制度の利用を終わること

ができますし、本人の状況に合わせて補助人の交代が可能となる点も本会からの課題提起を受け止

めた対応となっています。 加えて、制度の利用開始には本人の同意、了解を得ることを基本とした

点、制度の運用時にも本人意思を尊重した身上配慮を求める方向も明記された一方、重度知的障害

者のように言語等による意思表示が難しい場合には家族が制度の利用手続きを進められる規定が設

けられるなど、これまで知的障害者が成年後見制度の利用に消極的だった要因の多くが改善する改

正であるといえます。 なお、本人の日常生活を支える身上保護についても、市区町村ごとに構築

されつつある「地域権利擁護相談支援センター（中核機関）」「地域連携ネットワーク」から情報を

得ることが示されており、福祉との連携強化が期待されます。 
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２ 制度運用に向けた課題について  
 

上記のとおり、本会としては今般の民法改正案を高く評価しているところですが、いくつかの点

で制度運用に向けた課題があると考えています。 まず、現行の成年後見制度を使っている人が安心

して新制度へ移行するための仕組みを整える必要があります。民法の改正案では移行可能と示され

ていますが、現行の制度利用者を不安にさせることなく、どのようなケースが移行できるのか明ら

かにするとともに、本人や家族の意向を十分に反映した移行の仕組みとすることが不可欠です。 

次に、制度利用時の報酬については、低所得であることが多い知的障害者の収入実態に応じた設定

とする必要があります。現在、障害基礎年金の月額は、障害年金生活者支援給付金を加えても１級

で９５，２８５円、2 級で７６，２２８円です。現行の成年後見制度では、収入が障害基礎年金の

みだとしても月額２万円程度が目安とされており、非常に重い経済的負担となっています。報酬が

支払えなければ、良い制度であっても使うことができません。このことについては、報酬設定の低

負担化とあわせて、厚生労働省が所管する「成年後見制度利用支援事業」の拡充はもちろんのこ

と、全国どこでも十分な報酬助成を受けることができる「新たな助成制度」の創設が不可欠と考え

ます。  

 
３ 地域における権利擁護体制構築について  

 

新たな成年後見制度には「終わり」があるため、制度を使わない時期が想定されるだけでなく、

事項ごと権限を付与することから補助人の権限が及ばない領域が生じる可能性があります。また、

新たな成年後見制度になったとしても、現在と同じように制度を利用していない人も必ず存在しま

す。こうした時に、それぞれの地域において権利擁護体制が構築されていることは、新たな成年後

見制度がより広く利用されるための前提条件といえます。 具体的には、現行制度における「日常

生活自立支援事業」が軽度障害を対象としているところ、これを中重度障害や頼れる親族等がいな

い者まで対象拡大する「新たな第二種社会福祉事業」や、前述した「中核機関」「地域連携ネット

ワーク」を中心とした地域における見守り体制の構築、さらには金融機関による後見制度の利用を

必要としない金融商品に関する取組みや、福祉型キャッシュレスサービスといった新たなサービス

の開発などが挙げられます。 また、地域における見守り体制の担い手としては「市民後見人」の活

躍が不可欠ですから、積極的な養成が求められるほか、本会をはじめとする障害者団体も権利擁護

体制の担い手となることが考えられます。ただし、住民の力を活かすためには「安心して活動でき

るルール」「バックアップ組織」「安定的に活動を継続できる経費保障」の３点は欠かせません。 

  

法律の施行までは最大で２年６か月の準備期間が設けられています。この間に地域ごとの権利擁

護体制が構築されるよう、国として財政的な裏打ちのある制度設計をすることが極めて重要と考え

ます。  

令和８年（２０２６年）４月  

（一社）全国手をつなぐ育成会連合会 代表理事（会⾧） 佐々木  桃 子 
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映画「平行と垂直」ࢹࢸࢷࢶࢵࢴ   ࢹࢸࢷࢶࢵࢴ 

 
「ずっと、ふたりで生きてきた――」 

障がいのある兄（安田章大）とともにずっと歩んできた妹 （のん ）、妹の婚約を機にふたりが踏

み出す新しい一歩。W 主演にして初共演！安田章大 × のん 小林聖太郎監督が紡ぐ心あたたまる

ヒューマンドラマ！ 

 

＜物語＞  

自閉スペクトラム症の大貴と、兄を幼い頃から支えてきた妹の希。兄妹は幼い頃に母親を亡くし、

ネグレクト気味の父親から距離を置き、二人で懸命に生きてきた。 大貴はほとんど会話をせず表

情もあまり変わらないように見える。グループホームから自立を目指して、一人暮らしを始めた大

貴は独自の規則を持っている。全てを平行と垂直に並べるほど几帳面でこだわりが強く、机に並ぶ

食器も丁寧に揃える。週に一度の希との食事の時間は決まって 19:00。1 分でも過ぎると落ち着か

なくなる。 カウンセラーの仕事をしている希は恋人からプロポーズを受け、一抹の不安を抱えな

がら兄と共に、婚約者の両親に会いに東京へ行くことに・・・。 

 

公開日：8 月 28 日（金） 全国公開 

ムービーチケット発売： 

5 月 15 日(金)よりムビチケカードの発売が決定。さらに、社会的取り組みの一環として、チャリテ

ィー施策を実施することも決定した。4 月 2 日(木)の「世界自閉症啓発デー」に合わせ、チャリテ

ィー型リボンアクリルチャーム付ムビチケカードの予約受付をスタートする。 

 

映画「平行と垂直」オフィシャルサイト 

https://www.toei-video.co.jp/heikoutosuichoku/ 

 

※リボンアクリルチャーム 

「平行と垂直」＆「自閉スペクトラム症支援」 

コラボモデル 

※画像はイメージです 
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 ᙏᙐᙑᙒᙓᙔᙕᙖᙗ 外出支援事業からのお知らせ  ᙏᙐᙑᙒᙓᙔᙕᙖᙗ 
 

今年もバスに乗ってお出かけ企画いたしました 

目的地：マリンパークニクス（北海道登別市登別東町 1 丁目 22） 

日時：令和 8 年 7 月 4 日土曜日 9 時～16 時くらい 

集合場所：北広島市役所（上の駐車場） 

参加費：対象者 500 円/1 名・大人 1,000 円/1 名・子供 500 円/1 名（4 歳から小学生） 

持ち物：療育手帳‼・天候気温に配慮して必要なもの各自でご用意下さい 

申し込み：6 月 25 日迄に親の会 LINE など 

詳しくは案内書をご覧ください 

皆さんのご参加お待ちしています 

 

 
 ၒၓ活動報告 ၒၓ   

4 月 23 日 R7 年度 第 51 回総会  

 青空会  

5 月 7 日 北海道自閉症協会三役事務局会議 斉藤 

5 月 22 日 北海道自閉症協会役員会 仲上・斉藤 

5 月 25 日 北海道手をつなぐ育成会総会 加藤・中川 

6 月 3 日 北広島市保健福祉計画検討委員会障がい福祉部会 加藤 

  
 

令和８年度会費納入のお願い 

 

・ 年会費 6,000 円   

・ 会費に関するご相談は会計までお願いします。 

  

『お振込先口座』 

北海道銀行 北広島支店 

（普）１１５－０４３１１２３ 

北広島市しょうがい児者を持つ親の会 

会⾧ 加藤 裕子 

 

 

この会報は、会の趣旨に賛同下さる方々に、私たち

の活動を広く紹介する目的で発行しています。ほか

の目的に使用しないよう、また、破棄する場合は取

り扱いにご注意下さるようお願いいたします。 

(267 号編集担当：井上) 

 

会報担当【中川 斉藤 井上】 

 

 


